
3款　2項　2目

【会計】国民健康保険特別会計

3款：国民健康保険事業費納付金　2項：後期高齢者支援金等分　2目：退職被保険者等後期高齢者支援金等分

22

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

222千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

18 負担金補助及び交付金

222千円

222千円

【活動指標・成果指標】　

事業の概要

平成30年度に国保事業が県単位で広域化されたことにより新設された納付金。各自治体は、県が支出する医
療費の原資として、所得や納税義務者数等を基に算出された標準税率から割り出される事業費納付金を県に
納付します。

令和4年度　当初予算要求事業内容説明書

事業 国民健康保険事業費納付金（退職支援分）

担当所属 健康保険課

予算要求額
（財源内訳）

222千円

指標名 令和4年度計画値

国民健康保険事業費納付金
（退職支援分）に関する事務

100%

国民健康保険事業費納付金（退職支援分）

計

国民健康保険事業費納付金（退
職支援分）

事業の目的

広域化に伴い県に事業費納付金を納付することで、各自治体は財政的に連携することとなり、持続的な国保
事業の運営が可能となります。

事業の効果

佐倉市を含めた各自治体は、国保の実施主体となった千葉県に納付金を納めることにより、年度間の急激な
医療費増減による財政リスクを負わずに国保事業を運営することができます。

節 説明


